
25
年
度
主
な
決
算
質
疑

て
や
、
他
自
治
体
の
現
地
研
修
を

行
っ
た
。
対
策
に
つ
い
て
は
、
都

城
市
を
含
め
た
近
隣
の
自
治
体

に
お
願
い
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規

模
改
修
を
行
い
、
施
設
の
延
命
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
検
討
が

行
わ
れ
た
。

学
力
向
上
対
策
の
課
題
は

問　

学
力
向
上
対
策
に
お
け
る

課
題
は
何
か
。

答　

①
中
学
統
合
に
よ
る
教
科

担
当
教
職
員
の
配
置
が
教
育
効
果

に
十
分
に
現
れ
て
い
な
い
。

②
夢
を
持
っ
て
い
る
中
学
生
が
少

な
い
。

③
家
庭
学
習
の
時
間
が
絶
対
的
に

少
な
い
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
相
談
時
間
数
が
増
え

た
要
因
は
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
設
は
い
つ
か

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局

の
実
施
設
計
委
託
料
と
し
て
、
４

９
８
万
８
千
円
を
支
出
し
て
い
る

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
財
部
地
区

に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を

開
設
し
て
い
く
と
説
明
が
あ
り
な

が
ら
、
予
算
化
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　

平
成
27
年
度
は
本
当
に
予
算
措

置
で
き
る
の
か
。

答　

当
初
予
算
の
時
ま
で
に
は

事
業
計
画
書
等
を
作
成
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
の
事
業
に
着
手
し
た

い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

早
急
な
対
応
を

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
建

設
か
ら
18
年
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
く
改
修
･
改
善
の
時
期
に
き
て

い
る
。
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
る

が
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
協

議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答　

現
在
ま
で
４
回
の
会
合
を
行

い
、
施
設
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

今後に生かせ!

平成２６年３月末現在の
した額
を含む）

１１０億２，３８６万円
３１０億６，６７２万円

２８３,000円
７９７,000円

あたりの
借金

　平成26年９月 12日提案された平成25年度一般会計・
国民健康保険特別会計など６会計の決算は各常任委員会に付
託され、慎重に審査を行いました。
　審査の結果、10月 14日本会議において報告され、それ
ぞれ認定しました。
　また、12月定例会は、12月３日から開会し、12月 22
日までの20日間の日程で開かれました。
　定例会は、平成26年度予算の補正に関するものの他、議
案14件、報告３件、承認１件、発議１件、陳情１件などを審議・
議決しました。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



答　

子
育
て
放
棄
等
、
家
庭
に

問
題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
増

加
に
伴
い
、
保
護
者
と
の
面
接
時

間
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

問　

学
校
旗
の
更
新
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

損
傷
の
著
し
い
も
の
、
旧

町
名
表
示
の
も
の
を
優
先
的
に
更

新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

農
地
転
用
は

問　

農
地
転
用
に
お
い
て
ソ
ー

ラ
ー
発
電
に
関
す
る
転
用
が
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
。

答　

平
成
25
年
度
は
農
地
法
第

４
条
関
係
の
許
可
は
５
件
で
８
０

１
４
㎡
、
農
地
法
第
５
条

関
係
の
許
可
は
23
件
で
１

万
１
６
０
０
㎡
で
あ
っ
た
。

転
用
に
つ
い
て
は
２
・
３

種
農
地
に
つ
い
て
の
転
用

は
可
能
だ
が
、
10 

ha
以
上

の
広
が
り
の
あ
る
農
地
や
、

土
地
改
良
事
業
で
基
盤
整

備
が
な
さ
れ
た
土
地
に
つ

い
て
の
転
用
は
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
。

地
域
振
興
住
宅
の
効
果
は

問　

地
域
振
興
住
宅
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
建
設
用
地
と
し
て
購

入
し
た
土
地
は
、
あ
と
ど
れ
ほ
ど

建
設
が
可
能
と
見
込
ん
で
い
る

か
。

答　

今
後
、
建
設
可
能
な
用
地

は
大
隅
町
の
菅
牟
田
１
棟
分
、
八

合
原
４
棟
分
、
笠
木
２
棟
分
、
末

吉
町
は
見
帰
に
１
棟
分
、
諏
訪
１

棟
分
、
財
部
は
大
川
原
１
棟
分
が

あ
る
。

問　

平
成
25
年
度
は
27
棟
を
建

築
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
。

答　

27
棟
を
建
築
し
た
こ
と
に

よ
り
、
27
世
帯
、
90
人
増
（
児
童
・

生
徒
８
人
、
未
就
学
児
32
人
を
含

む
）
と
な
っ
た
。

市民一人
 貯金と

平成25年度 歳出総額３５１億円
貯　金
借　金

基金（貯金）総額
市債（借金）総額

平成25年度　会計別決算状況 （千円以下切り捨て）

※水道事業（資本的）の歳入は過年度内部留保資金で補てんしました。

※一人あたりの金額は、
　人口３８，９６４人で除
　（一般会計と特別会計

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計 234億 1,966万円 227億 9,379万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 64億4,281万円 61億 7,857万円

後 期 高 齢 者 医 療 5億　 858万円 5億　 672万円

介 護 保 険 49億7,436万円 47億 4,979万円

公 共 下 水 道 事 業 2億3,100万円 2億2,202万円

生活排水処理事業 1億　 251万円 1億　　71万円

水道事業
（収益的） 5億5,758万円 4億5,095万円

（資本的） 0万円 1億9,590万円

合　　計 362億 3,650万円 351億 9,845万円

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

決算をチェック!!



主な事業主な事業



☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
歳
入
に
つ
い

て
は
、
国
庫
負
担
金
の
自
立
支

援
医
療
給
付
費
負
担
金
を
１
０

０
２
万
円
、
児
童
手
当
国
庫
負

担
金
を
１
５
１
９
万
９
千
円
、

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を

１
億
円
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
２
億
１
４
７
１
万

６
千
円
追
加
す
る
も
の
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
基

金
管
理
費
を
１
億
１
７
１
２
万

円
、
定
住
促
進
対
策
事
業
費
を

６
７
５
万
円
、
生
活
保
護
費
の

国
庫
還
付
金
を
６
３
０
４
万
４

千
円
、
活
動
火
山
周
辺
地
域
防

災
営
農
対
策
事
業
を
９
０
３
万

２
千
円
、
曽
於
の
う
ま
い
も
ん

Ｐ
Ｒ
事
業
を
５
２
３
６
万
５
千

円
、
現
年
発
生
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
費
を
６
２
４
万
円
追

加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

給
与
改
定
等
に
よ
り
、
議
員
期

末
手
当
や
職
員
給
等
を
２
９
７

３
万
８
千
円
追
加
し
て
い
ま
す
。

☆ 

曽
於
市
職
員
の
諸
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
一
般
職
職
員
の
給
料
月
額
、

通
勤
手
当
、
勤
勉
手
当
等
の
額

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆ 

曽
於
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正

に
つ
い
て（

賛
成
多
数　

可
決
）

　

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

及
び
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

☆ 

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正
に
つ
い
て

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
、
曽
於
市
国
民
健
康

保
険
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額

を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

（
全
会
一
致　

可
決
）

㈱
メ
セ
ナ
末
吉

指
定
管
理
期
間
３
年

（
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日
）

　

平
成
22
年
度
か
ら
指
定
管
理

を
行
っ
て
き
ま
し
た
㈱
総
合
人

材
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
が
満

了
す
る
た
め
、
新
た
に
非
公
募

に
よ
り
指
定
管
理
者
に
指
定
す

る
も
の
で
す
。

☆ 

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
利

用
協
定
書
の
変
更
に
関
す
る

協
議
つ
い
て

　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
の
新

築
移
転
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
の

運
用
に
つ
い
て
は
従
来
と
変

更
は
な
い
も
の
、
夜
間
の
救

急
、
急
病
の
た
め
の
施
設
で
あ

り
、
名
称
を
「
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
」
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

※ 

都
城
市
大
岩
田
町
か
ら
太
郎

坊
町
へ
４
月
移
転
予
定
。

【　
条　

例　

】

【　
そ
の
他　

】

【指
定
管
理
者
の
指
定

】

ー
12
月
定
例
会
ー

【　
予　

算　

】

☆ 

「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」
に
関
す
る
意

見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

政
府
は
、「
農
協
・
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
が
農
業
者
の

所
得
向
上
と
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

へ
の
役
割
発
揮
を
図
る
た
め
、
農
協

改
革
の
推
進
を
決
定
し
、「
中
央
会

の
新
た
な
制
度
へ
の
移
行
」
や
「
連

合
会
の
事
業
・
組
織
形
態
」、「
Ｊ
Ａ

の
事
業
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
」

な
ど
に
つ
い
て
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
の
討
議
を
踏
ま
え
て
結
論
を
出
し

て
い
く
」
と
さ
れ
、
来
年
の
通
常
国

会
へ
関
連
法
案
の
提
出
を
目
指
す
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
自
己
改
革
の

検
討
を
進
め
、
各
段
階
の
組
織
討
議

を
踏
ま
え
、「
自
己
改
革
」
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
関
連
法
案
の
策
定

に
あ
た
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
自
己

改
革
」
を
尊
重
の
上
、
協
同
組
合
と

し
て
十
分
な
役
割
が
発
揮
で
き
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
外
、関
係
機
関

提
出

意　
見　
書




